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松
島
町

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

　

平
成　

年
度
施
政
方
針
と
松
島
町
一
般
会
計
予
算
の
概
要

25

【
土
地
利
用
】
定
住
促
進
や
産
業

振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
民
間
活

力
を
活
か
し
た
住
居
系
や
産
業
系

の
誘
致
を
推
進
し
、
ま
た
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
土

地
利
用
を
図
り
ま
す
。

【
環
境
保
全
】
一
小
お
よ
び
五
小

へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の

導
入
を
実
施
し
、
省
エ
ネ
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
増
大
し
て
い
た
廃

棄
物
処
理
量
は
3
R
（
発
生
抑
制
、

再
使
用
、
再
生
利
用
）
を
継
続
し

て
推
進
し
、
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

福
島
原
発
事
故
の
被
害
対
策
に

つ
い
て
は
、
町
内
各
施
設
で
の
放

射
線
量
測
定
を
今
後
も
継
続
し
、

食
品
や
土
壌
の
放
射
性
物
質
の
検

査
を
随
時
行
い
ま
す
。

【
河
川
・
港
湾
】
今
年
度
よ
り
本

格
的
に
護
岸
、
浮
桟
橋
等
の
復
旧

工
事
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
遅
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
県
と
協
議
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
城
川
の
松
島
橋
か
ら

上
流
部
の
改
修
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。

【
住
宅
】
磯
崎
地
区
の
華
園
、
美

映
の
丘
へ
木
造　

戸
の
災
害
公
営

40

住
宅
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
町

営
住
宅
管
理
計
画
を
策
定
し
、
町

営
住
宅
の
必
要
戸
数
や
老
朽
化
し

た
建
物
の
管
理
補
修
に
つ
い
て
整

理
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
地
震
被
害
に
備

え
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事

業
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
助
成
事

業
を
、
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
定
住
対
策
】
復
興
支
援
定
住
促

進
事
業
補
助
金
制
度
を
活
用
し
て

松
島
へ
移
り
住
む
方
も
増
え
て
き

て
い
る
の
で
、
町
外
へ
の
人
口
流

出
防
止
と
町
外
か
ら
の
移
住
促
進

を
引
き
続
き
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
上
水
道
】
町
民
の
皆
さ
ん
に
良

質
な
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、

水
質
や
放
射
性
物
質
検
査
を
徹
底

し
、
水
質
基
準
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
二
子
屋
浄
水
場
の
整
備
促

進
と
国
道
拡
幅
に
伴
う
配
水
管
移

設
な
ど
、
水
道
施
設
の
更
新
や
改

良
事
業
を
実
施
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
確
保
と
機
能
充
実
に
努
め
ま

す
。

【
下
水
道
】
松
島
地
区
普
賢
堂
の

国
道　

号
整
備
に
伴
う
管
き
ょ
の
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移
設
工
事
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
老
朽

機
器
更
新
の
年
次
計
画
を
策
定
し
、

快
適
な
環
境
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

提
供
し
ま
す
。

　

雨
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

地
盤
沈
下
し
て
い
る
松
島
海
岸
や

高
城
浜
の
沿
岸
部
に
、
災
害
復
旧

に
よ
る
ポ
ン
プ
場
建
設
お
よ
び
幹

線
水
路
工
事
の
調
査
設
計
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
松
島
地
区
の
小

石
浜
・
普
賢
堂
・
蛇
ヶ
崎
・
小
梨

屋
、
高
城
地
区
の
西
柳
、
磯
崎
地

区
の
磯
崎
・
長
田
に
、
復
興
事
業

で
ポ
ン
プ
機
能
の
増
強
等
お
よ
び

幹
線
水
路
工
事
の
調
査
設
計
を
実

施
し
ま
す
。

【
道
路
】
震
災
で
被
災
し
た
道
路

お
よ
び
橋
梁
の
早
期
復
旧
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
道
路
で
あ
る
都
市

計
画
道
路
根
廻
磯
崎
線
等
を
は
じ

め
と
す
る
、
復
興
交
付
金
事
業
に

よ
る
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
早

急
に
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
国
道　

号
の
松

45

島
海
岸
地
区
の
歩
道
整
備
事
業
が
、

国
土
交
通
省
に
よ
り
拡
幅
の
用
地

買
収
が
進
ん
で
お
り
、
早
期
完
成

に
向
け
て
関
係
機
関
に
強
く
要
望

し
ま
す
。

　

主
要
地
方
道
仙
台
松
島
線
の
整

備
お
よ
び
国
道　

号
の
環
境
対
策

45

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
引
き

続
き
要
望
す
る
と
と
も
に
、
町
独

自
で
、
国
道　

号
松
島
地
区
の
大

45

型
車
混
入
率
の
低
減
を
目
的
と
し

た
社
会
実
験
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

【
公
共
交
通
】
J
R
仙
石
線
の
復

旧
工
事
が
今
年
度
か
ら
本
格
化
す

る
こ
と
に
伴
い
、
平
成　

年
度
の

27

全
線
開
通
に
向
け
、
関
係
機
関
に

協
力
し
て
い
き
ま
す
。

「住んでいて良かった。住んでみたいまち。松島」
　３月に開催された定例議会で、一般会計予算案ほか９つの各種特別会計予
算案が承認されました。本年度の施政方針と予算の概要について紹介します。
　「安全・安心の復旧・復興と創造的なまちづくり（都市基盤の復興）」「町
民の命と生活を守る防災まちづくり（生活の復興）」「宮城、東北を牽引する
観光と地域産業によるまちづくり（観光・産業の復興）」の 3つの政策目標
を最優先施策と位置付け、「歴史・文化の継承と創造」の実現に必要な取組
みを着実に推進していきます。

自
然
に
恵
ま
れ
た

住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り

▲ 道路の整備に努めます
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ま
た
、
仙
石
線
の
一
部
列
車
が

東
北
本
線
に
乗
り
入
れ
る
計
画
が

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
利
便
性
が

高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
高
城
町
駅

の
整
備
事
業
を
検
討
し
ま
す
。

　

町
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
役
場

仮
庁
舎
へ
の
乗
り
入
れ
を
考
慮
し

た
運
行
路
線
の
見
直
し
を
図
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
利
用
し

や
す
い
運
行
に
努
め
ま
す
。

【
情
報
通
信
】
災
害
に
よ
る
重
要

デ
ー
タ
の
消
失
を
防
止
す
る
た
め
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
た
遠

隔
地
へ
住
民
情
報
を
保
存
す
る
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始

し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
の
ほ
か
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
町
政
情
報
や

防
災
、
観
光
情
報
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

【
保
健
・
医
療
】「
松
島
町
健
康

プ
ラ
ン
」
お
よ
び
「
第
4
次
松
島
町

母
子
保
健
計
画
」
に
基
づ
き
、
健

康
の
保
持
増
進
と
疾
病
予
防
を
図

る
た
め
各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
「
自
ら
の
健
康

は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
意
識
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
】
一
人
暮
ら
し
老

人
等
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
、
警

備
会
社
に
よ
る
対
応
と
、
協
力
員

に
よ
る
対
応
を
一
本
化
さ
せ
、
よ

り
迅
速
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
自
立
し
た
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

宅
配
夕
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

等
、
介
護
予
防
と
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
重
点
を
置
き
、
生
活
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

設
と
な
る
児
童
館
の
建
設
に
向
け

た
調
査
設
計
業
務
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
虐
待
さ
れ
た
子
ど
も

へ
の
影
響
や
早
期
発
見
、
関
係
機

関
へ
の
相
談
な
ど
に
つ
い
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
等
を
図
り
、

育
児
に
関
す
る
相
談
の
実
施
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

虐
待
の
未
然
防
止
、
子
育
て
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
保
育
業

務
、
一
時
預
か
り
保
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
ま
た
被
災
家
庭
へ
の

支
援
と
し
て
、
保
育
料
の
減
免
も

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
障
害
者
福
祉
】「
障
害
者
総
合
支

援
法
」
が
今
年
度
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
制
度
の
谷
間
の
な
い
支
援
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
希
望
園
を
、
子
ど
も
の
発
達

状
況
や
療
育
方
法
な
ど
の
相
談
、

障
害
へ
の
適
切
な
理
解
と
支
援
の

場
と
し
て
、
ま
た
障
害
を
持
つ
方

の
交
流
や
社
会
参
加
す
る
場
と
し

て
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
】
保
険
事
業
の

健
全
な
運
営
を
目
指
し
、
適
正
な

給
付
管
理
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
を
積
極
的
に
活
用
し
、
疾
病

の
早
期
発
見
、
生
活
習
慣
病
の
予

健
康
で
互
い
に
助
け
合
い
、

心
の
か
よ
う
温
か
い
ま
ち
づ
く
り

主な事業　　　　　　　　　　
◆松島地区復興まちづくり拠点施設整備事業　   
 37,830 千円
◆手樽地区復興まちづくり拠点施設整備事業　 
 32,474 千円
◆自家発電設備整備事業 136,500 千円
◆公共土木施設災害復旧費（道路・橋梁・河川） 
 465,000 千円
◆災害公営住宅整備事業  675,000 千円
◆松島町復興支援定住促進事業補助金
 40,000 千円
◆町道手樽富山駅線外道路整備事業
 1,091,000 千円
◆町道高城・松島線外道路整備事業　　　  
 1,181,000 千円
◆町道上竹谷・高城線外道路整備事業　   
 1,113,000 千円
◆根廻磯崎線道路築造事業 1,404,000 千円
◆町営バス運行事業 　 31,311 千円
◆備蓄倉庫整備事業 　491,960 千円
◆石田沢・三十刈・東浜地区避難場所整備事業 
　 533,000 千円
◆高城地区津波避難施設整備事業
 21,000 千円
◆本郷地区防災広場整備事業 　32,500 千円

【
交
通
安
全
】
町
内
の
交
通
安
全

関
係
機
関
や
警
察
と
連
携
し
、
街

頭
指
導
や
交
通
安
全
啓
発
運
動
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
飲
酒
運
転

の
根
絶
な
ど
、
広
報
活
動
に
よ
る

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

道
路
の
安
全
点
検
や
交
通
安
全
施

設
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

【
消
防
・
防
災
】
震
災
の
検
証
と

教
訓
を
基
に
作
成
し
て
い
る
地
域

防
災
計
画
津
波
対
策
編
に
お
け
る

津
波
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
、
町
民

の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
伝
達
の
新
た
な
手

段
と
し
て
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
情
報
発
信
の

確
立
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
発

生
す
る
災
害
へ
の
防
災
機
能
を
強

化
し
ま
す
。

　

地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
自
主
防

災
組
織
の
結
成
に
努
め
、
消
防
団

が
円
滑
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
消

防
団
車
両
お
よ
び
資
機
材
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

　

松
島
地
区
の
避
難
場
所
整
備
事

業
お
よ
び
手
樽
地
区
の
防
災
機
能

強
化
事
業
に
つ
い
て
、
早
期
完
成

に
努
め
ま
す
。

【
防
犯
】
安
全
・
安
心
な
地
域
社

会
づ
く
り
の
た
め
、
安
全
・
安
心

推
進
会
議
を
通
し
、
防
犯
組
織
団

体
と
協
働
し
て
防
犯
思
想
の
普
及

活
動
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
灯
設
置
・
修
繕
の

補
助
の
ほ
か
、
警
察
等
の
指
導
を

含
め
て
町
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

防
犯
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
児
童
福
祉
】　

乳
幼
児
医
療
費

助
成
事
業
を
平
成　

年　

月
よ
り

24

10

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
改
め
、

入
院
対
象
年
齢
を
、　

歳
に
達
す

15

る
日
の
属
す
る
年
度
末
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯

に
お
け
る
医
療
費
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
施 ▲ 町民と一体となって防災に努めます
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防
を
図
り
、
健
康
的
な
生
活
を
送

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】各
種
申
請
・

届
出
の
受
付
、
保
険
料
の
徴
収
な

ど
に
つ
い
て
、
広
域
連
合
と
連
携

を
図
り
、
高
齢
者
の
身
近
な
窓
口

と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
介
護
保
険
】
持
続
的
な
介
護
保

険
制
度
と
す
る
た
め
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
や
適
正
な
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
推
進
し
、
安
心
し

て
生
活
が
営
め
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
事
業
（
ま
つ
し
ま
元
気
塾
）

の
実
施
回
数
と
会
場
を
増
や
し
、

さ
ら
な
る
認
知
症
予
防
対
策
に
努

め
ま
す
。

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
】
要
支
援

認
定
者
に
対
し
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
を
作
成
し
、
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
】
確
か
な
学
力
・
豊

か
な
心
・
健
や
か
な
体
の
調
和
を

重
視
す
る
「
生
き
る
力
」
を
育
む

よ
う
、
幼
小
中
で
連
携
し
学
力
向

上
・
食
育
・
体
力
向
上
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
松
島
中
学
校
の
屋
外
運

動
場
整
備
工
事
と
第
五
幼
稚
園
舎

の
実
施
設
計
を
行
い
、
教
育
環
境

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
学
校
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
、
ま
つ
し
ま
防

災
学
を
充
実
さ
せ
、
小
学
校
低
学

年
で
は
「
自
分
を
守
る
」、
中
学
年

で
は
「
自
分
や
家
族
を
守
る
」、
高

学
年
で
は
「
自
分
や
家
族
を
守
り
、

地
域
の
人
の
役
に
立
つ
」
を
目
標

に
、
中
学
校
で
は
「
地
域
の
防
災

戦
力
」
と
な
る
た
め
に
、
災
害
の

危
険
か
ら
自
ら
の
命
を
守
り
抜
き
、

主
体
的
に
行
動
す
る
防
災
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

　

小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
文
部

科
学
省
の
「
被
災
地
の
学
び
の
支

援
事
業
」
を
活
用
し
、
自
主
学
習

へ
の
支
援
を
実
施
し
、
不
登
校
や

い
じ
め
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
課

題
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
秋
田

県
に
か
ほ
市
教
育
委
員
会
と
の
学

松
島
の
個
性
を
大
切
に
す
る

心
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

力
向
上
交
流
を
継
続
し
、
教
職
員

の
指
導
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
、

松
島
の
自
然
や
歴
史
に
触
れ
な
が

ら
交
流
を
深
め
る
事
業
や
、
小
中

学
校
合
同
の
発
表
交
流
会
等
の
学

校
間
交
流
を
実
施
し
、
小
中
連
携

を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
復
興
支
援
と
し
て
昨

年
実
現
し
た
米
国
の
チ
ャ
ペ
ル
ヒ

ル
町
と
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を

発
展
さ
せ
、
国
際
的
視
野
と
松
島

町
に
誇
り
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
健
康

な
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め
、

松
島
産
米
等
の
ふ
る
さ
と
食
材
の

活
用
、
放
射
性
物
質
検
査
の
実
施

に
よ
る
安
全
な
給
食
の
提
供
、
食

育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
体
力

づ
く
り
事
業
や
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
事
業
、
幼
保
小
連
携
を
推
進
し
、

健
康
で
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
家
庭
支
援
の
3
年

目
と
し
て
、
被
災
家
庭
の
幼
稚
園

授
業
料
の
減
免
お
よ
び
就
学
援
助

事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
、
引
き

続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

【
社
会
教
育
】
松
島
の
歴
史
・
文

化
・
景
観
な
ど
の
豊
か
な
教
育
資

源
に
学
ぶ
活
動
を
地
域
と
の
協
働

で
取
り
組
み
、
秋
田
県
に
か
ほ
市

と
の
地
域
交
流
等
を
は
じ
め
、
町

内
外
の
交
流
活
動
や
生
涯
学
習
活

動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
教
育
力
の
向
上

を
目
指
し
、
公
民
館
と
分
館
と
の

協
働
に
よ
る
地
域
活
動
や
家
庭
教

育
の
推
進
、
芸
術
鑑
賞
、
自
主

サ
ー
ク
ル
や
子
ど
も
た
ち
の
創
作

活
動
発
表
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
央
公
民
館
の
大
規

模
改
修
に
よ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
配
慮
し
た
設
備
を
設
置
し
、
大

集
会
室
は
文
化
ホ
ー
ル
機
能
を
持

た
せ
た
芸
術
・
文
化
の
拠
点
施
設

▲ 生きる力を育みます

▲ 中央公民館は芸術・文化の拠点施設となります

主な事業　　　　　　　　　　
◆ひとりぐらし老人等緊急通報システム事業　

　 2,087 千円

◆宅配夕食サービス事業 　7,848 千円

◆子ども医療費支給  19,105 千円

◆子育て支援事業 　4,157 千円

◆児童館建設費 　4,500 千円

◆障害者自立支援事業 188,749 千円

◆自殺対策緊急強化事業 　1,748 千円

と
な
り
ま
す
。
今
後
の
運
営
形
態

と
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
観

光
客
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
事

業
を
行
い
、
施
設
の
活
用
を
図
り

ま
す
。　

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

松
島
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画

の
「
幅
広
い
町
民
の
元
気
を
育
む

ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
の
理
念
に
基
づ

き
実
施
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
体
力
向
上
事
業
と
し

て
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
を
中
心

と
し
た
低
年
齢
層
に
対
し
、
国
や

県
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た

Ｃ
Ｏ
Ｔ
（
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
や
、
運
動
の

楽
し
さ
を
教
え
る
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
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「
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
人
」
を 

生
か
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

ツ
レ
ッ
ス
ン
等
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
指
導

者
等
、
地
域
の
力
を
活
用
し
な
が

ら
引
き
続
き
実
施
し
、
小
学
生
低

学
年
に
も
対
象
を
拡
充
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
松
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

や
全
日
本
実
業
団
女
子
駅
伝
等
全

国
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
、
町
内
ス

ポ
ー
ツ
団
体
等
と
の
協
働
に
よ
り

支
援
・
参
加
す
る
と
と
も
に
、
ア

ス
リ
ー
ト
と
交
流
す
る
機
会
を
設

け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
運
動
公
園
や
温
水

プ
ー
ル
「
美
遊
」
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
・
増

進
を
図
る
た
め
の
重
要
な
施
設
と

位
置
付
け
、
利
用
し
や
す
い
施
設

と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
観
光
都
市
】　

震
災
の
影
響
に

よ
り
減
少
し
て
い
た
観
光
客
も
、

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
回
復
傾

向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
松
島
観

光
の
再
生
を
目
指
す
た
め
改
訂
し

た
「
観
光
振
興
計
画
」
を
基
に
、

今
年
度
か
ら　

年
間
に
わ
た
り
、

10

観
光
施
策
を
計
画
的
か
つ
戦
略
的

に
展
開
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
観

光
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
観
点
か

ら
、
町
が
有
す
る
歴
史
や
文
化
、

風
土
を
生
か
し
、
防
災
の
取
り
組

み
と
景
観
形
成
を
調
和
さ
せ
る
よ

う
、
松
島
パ
ノ
ラ
マ
ハ
ウ
ス
や
西

行
戻
し
の
松
公
園
の
早
期
整
備
に

努
め
、
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

松
島
の
観
光
が
い
ち
早
く
震
災

か
ら
立
ち
直
り
、
被
災
地
の
牽
引

役
に
な
れ
る
よ
う
、
松
島
の
歴

史
・
文
化
・
自
然
・
産
業
な
ど
の

価
値
を
改
め
て
確
か
め
、
発
展
的

な
復
興
に
よ
り
、
観
光
振
興
計
画

の
将
来
像
で
も
あ
る
「
自
然
と
歴

史
が
紡
ぎ
あ
う　

誰
か
を
連
れ
て

き
た
く
な
る
ま
ち
」
を
創
造
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
観
光

業
を
は
じ
め
、
商
工
業
・
農
業
・

漁
業
・
地
域
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
観
光
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　

本
町
を
会
場
に
、
被
災
地
を
対

象
に
し
た
音
楽
に
よ
る
交
流
と
教

育

活

動

を

行

う
「 
A
R
K  

ア

ー

ク

 
N
O
V
A 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ

ノ

ヴ

ァ

る
『
ル
ツ
ェ
ル
ン
国
際
音
楽
祭
』

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
島
町
の
豊
か
な
自
然
と
文
化
の

継
承
と
創
造
を
図
り
、
国
際
観
光

と
し
て
の
復
興
そ
し
て
創
造
、
震

災
で
結
び
つ
き
の
で
き
た
全
国
各

地
域
と
の
交
流
の
拡
大
を
基
軸
に

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

▲ 観光客数回復を目指します

【
景
観
ま
ち
づ
く
り
】
今
年
度
中

に
景
観
条
例
の
制
定
お
よ
び
景
観

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
平
成　

年
26

4
月
の
施
行
を
目
指
し
、
引
き
続

き
景
観
づ
く
り
勉
強
会
を
開
催
し
、

景
観
形
成
基
準
の
策
定
作
業
を
進

め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
景
観
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

【
交
流
事
業
】
4
月
か
ら
6
月
の

3
カ
月
に
わ
た
り
「
仙
台
・
宮
城

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
松
島
の
豊
富
な
観
光
資
源
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、

美
味
し
い
食
の
提
供
な
ど
を
通
し

て
、
震
災
以
降
、
国
内
外
か
ら
頂

戴
し
た
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
と
、
元
気
な
松
島
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
伊
達
な
広

域
観
光
圏
6
市
5
町
（
仙
台
市
・

気
仙
沼
市
・
登
米
市
・
大
崎
市
・

奥
州
市
・
一
関
市
・
利
府
町
・
平

泉
町
・
南
三
陸
町
・
最
上
町
・
松

島
町
）
な
ど
で
の
取
り
組
み
を
行

い
、
松
島
の
魅
力
を
国
内
外
に
広

く
情
報
発
信
し
、
観
光
客
の
受
け

入
れ
体
制
の
連
携
な
ど
を
通
し
て
、

滞
在
型
観
光
地
と
し
て
の
エ
リ
ア

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
田
県
に
か
ほ
市
と
の

交
流
と
連
携
を
深
め
て
い
く
と
と

も
に
、
日
本
三
景
の
広
島
県
廿
日

市
市
や
京
都
府
宮
津
市
を
は
じ
め
、

埼
玉
県
滑
川
町
な
ど
震
災
で
結
び

つ
き
の
で
き
た
地
域
も
含
め
て
、

観
光
、
文
化
交
流
等
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
国
際
観
光
】
諸
外
国
と
の
交
流

事
業
を
、
観
光
業
界
や
各
種
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
、
世
界

に
通
じ
る
「m

a
tsu
sh
im
a

（
マ

ツ
シ
マ
）」
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
松
島
の
「
食
」
や
松
島

温
泉
に
よ
る
誘
客
促
進
を
図
り
、

松
島
も
っ
と
も
っ
と
P
R
事
業
を

引
き
続
き
推
進
し
、
松
島
の
特
産

品
の
紹
介
や
観
光
情
報
提
供
を
積

極
的
に
行
い
、
加
え
て
、
北
海
道

剣
淵
町
と
と
も
に
松
島
も
舞
台
と

な
っ
た
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
の
上

映
に
お
け
る
P
R
支
援
を
通
し
、

松
島
の
魅
力
向
上
に
努
め
ま
す
。 ▲ 他地域との交流・連携を深めていきます

主な事業　　　　　　　　　　

◆松島第五幼稚園建設事業 　 10,964 千円

◆松島中学校屋外運動場環境整備事業

  72,557 千円

◆学び支援事業 　　8,534 千円

◆中央公民館大規模改修事業 

 290,111 千円
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�
松
島
人
�
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

躍
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

【
文
化
財
保
護
】
被
災
し
た
指
定

文
化
財
の
修
復
事
業
は
ほ
ぼ
終
了

し
ま
し
た
が
、
復
興
事
業
等
に
つ

い
て
は
、
景
観
、
生
活
、
生
業
、

安
全
の
確
保
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
現
状
変
更
の
手
続
き
に
関
す

る
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

  
文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

小
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
等
を
利
用
し
町
の
歴
史
、
文

化
の
学
習
の
機
会
と
し
て
、
文
化

財
教
育
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
町
に
は
、
数
多
く
の
文
化
遺

産
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
情
報

発
信
を
積
極
的
に
進
め
、
観
光
の

国
際
化
や
地
域
活
性
化
に
寄
与
で

き
る
よ
う
活
用
を
図
り
ま
す
。

【
地
産
地
消
】　

ま
つ
の
市
や
ま

つ
し
ま
産
業
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
わ

せ
、
地
域
食
材
と
し
て
環
境
保
全

米
、
松
島
白
菜
な
ど
の
、
さ
ら
な
る

売
り
込
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
に
地
場
産
食

材
の
利
用
を
推
進
・
支
援
す
る
と

と
も
に
、
町
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
に
お
い
て
地
場
産
品
の
宣
伝

販
売
を
推
進
し
、
食
材
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
商
品
開
発
に
向
け
、
農
商

工
連
携
に
よ
る
検
討
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
団
体
組
織
・
農

業
者
と
一
体
と
な
り
、
震
災
で
被

災
し
た
地
域
農
業
の
復
興
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
農
業
振
興
】
農
業
生
産
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
ほ
場
整
備
事
業

実
施
地
区
を
中
心
に
、
水
稲
・
大

豆
生
産
に
お
け
る
担
い
手
に
対
し
、

農
地
の
集
積
や
効
率
的
利
用
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
自
給
率
の
向

上
と
水
田
農
業
の
経
営
安
定
を
図

る
た
め
、
担
い
手
農
家
と
集
落
営

農
組
織
へ
の
支
援
・
育
成
を
、
関

係
機
関
と
と
も
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
加
え
て
、
震
災
に
よ
り
、

町
花
で
あ
る
セ
ッ
コ
ク
の
培
養
栽

培
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
培
養
栽
培
を
委
託
し
セ
ッ
コ
ク

を
絶
や
さ
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

　

県
営
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
ほ
場
整
備
事
業
の
土
手

外
地
区
、
下
志
田
地
区
で
引
き
続

き
整
備
が
進
め
ら
れ
、
県
営
土
地

改
良
事
業
の
銭
神
地
区
か
ん
が
い

排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

よ
り
用
水
路
整
備
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
高
城
川
揚
水
機
場
更
新
事

業
に
つ
い
て
は
、
高
城
川
取
水
部

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
不
来
内

排
水
機
場
更
新
事
業
に
つ
い
て
は
、

計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

震
災
で
被
災
し
た
手
樽
地
区
農
地

海
岸
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
平

成　

年
度
よ
り
着
手
し
て
お
り
、

24
引
き
続
き
早
期
復
旧
を
県
に
要
望

し
ま
す
。

【
林
業
振
興
】
森
林
機
能
の
回
復

と
確
保
を
図
る
た
め
、
事
業
者
に

対
す
る
継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
竹
林
の
整
備
と
松
島

産
た
け
の
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

【
水
産
業
】
カ
キ
の
養
殖
施
設
に

つ
い
て
は
、
震
災
前
の 
概 
ね
6
割

お
お
む

ま
で
復
旧
し
て
い
ま
す
が
、
全
面

復
活
に
向
け
て
引
き
続
き
カ
キ
の

衛
生
対
策
事
業
を
実
施
し
、
安
全

な
カ
キ
の
提
供
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
漁
港
に
つ
い
て
は
、
県
管

理
の
磯
崎
漁
港
が
平
成　

年
度
よ

24

り
、
護
岸
・
物
揚
場
の
災
害
復
旧

工
事
と
し
て
着
手
し
て
お
り
、
平

成　

年
度
が
完
了
予
定
と
さ
れ
て

27
い
る
の
で
、
遅
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
県
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
管
理
漁
港
に
つ
い
て

も
、
平
成　

年
度
の
復
旧
工
事
完

27

了
を
目
指
し
今
年
度
よ
り
復
旧
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

【
商
工
業
】
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
お
け
る
生
活
応
援
支
援
や
、

消
費
拡
大
の
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
事
業
を
実
施
し
、
商

店
街
の
再
生
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

商
工
業
者
へ
の
設
備
資
金
・
運
転

資
金
等
の
融
資
斡
旋
と
商
工
会
へ

の
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も

に
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
強

化
し
な
が
ら
、
各
種
事
業
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

▲地産地消を進めていきます

【
雇
用
対
策
】
被
災
し
た
求
職
者

に
対
す
る
国
の
緊
急
雇
用
創
出
事

業
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
、
観
光

業
で
は
、
お
も
て
な
し
向
上
推
進

事
業
等
の
実
施
、
農
林
業
で
は
、

た
け
の
こ
の
山
づ
く
り
整
備
事
業

等
を
実
施
し
、
雇
用
創
出
に
繋
げ

ら
れ
る
よ
う
国
や
県
と
連
携
し
、

雇
用
環
境
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

【
広
域
行
政
】
震
災
か
ら
の
復
興

が
進
む
過
程
で
生
じ
る
広
域
的
問

題
に
対
し
て
、
塩
釜
地
区
広
域
行

政
連
絡
協
議
会
や
宮
城
黒
川
広
域

行
政
連
絡
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
、

国
や
県
な
ど
に
強
く
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
塩
釜
消
防
事
務
組
合
、

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
、
塩
釜

地
区
環
境
組
合
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
災
害
な
ど
で
犠
牲

と
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
し
て
、
廃

棄
物
や
し
尿
の
円
滑
な
処
理
な
ど

を
通
し
て
管
内
の
安
全
・
安
心
に

寄
与
す
る
た
め
、
連
携
を
密
に

図
っ
て
い
き
ま
す
。

主な事業　　　　　　　　　　

◆景観形成推進経費 446 千円

◆富山観音環境整備事業 2,366 千円

◆仙台・宮城デスティネーションキャンペーン関連経費

 3,300 千円

◆松島町もっともっとＰＲ事業 1,193 千円

◆国宝瑞巌寺本堂ほか７棟建造物保存修理事業 

 5,000 千円

主な事業
◆水田農業構造改革対策経費 
 4,738 千円
◆農業振興関係経費 1,188 千円
◆園芸振興関係経費 1,268 千円
◆松くい虫防除事業
 19,102 千円
◆漁港災害復旧事業
 340,000 千円
◆経営改善普及・商工振興助成経費

10,312 千円
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松島町一般会計総額　139億420万円 

※構成比の数値は、四捨五入しているため、計の数値と合わない場合があります。 

目的別経費 

依

存

財

源 

44.9 
%

自

主

財

源 

55.1 
%

一
般
行
政
経
費 

30.7 
%

義
務
的
経
費 

16.5 
%

投
資
的
経
費 

52.8 
%

各会計区分（単位：千円） 

歳　　出 歳　入 （単位：千円） （単位：千円） 

■国民健康保険特別会計 

■後期高齢者医療特別会計 

■介護保険特別会計 

■介護サービス事業特別会計 

■観瀾亭等特別会計 

■松島区外区有財産特別会計 

■下水道事業特別会計 

■水道事業会計 

1,838,378 

188,514 

1,391,284 

6,542 

53,013 

1,537 

885,403 

681,873

依存財源 
　国や県の意思により
定められた額を交付さ
れたり、割り当てられ
たりする収入をいいま
す。 
　地方交付税・国、県
支出金などがこれにあ
たります。 

自主財源 
　歳入のうち、自主的
に収入できるものをい
います。 
　町税、分担金および
負担金、使用料および
手数料などがこれにあ
たります。 

義務的経費 
　人件費や扶助費など
の支出が義務づけられ、
任意に削減できない経
費をいいます。 

一般行政経費 
　義務的経費や投資的
経費などを除いた経常
的に支出される経費を
いいます。 

投資的経費 
　支出の効果が資本形
成に向けられ、施設等
がストックとして将来
に残るものに支出され
る経費をいいます。 

その他　10,000（0.1%） 
 

災害復旧費 
887,194（6.4%） 

 

労働費 70,026（0.5%） 

議会費 126,779（0.9%） 

商工費 156,017（1.1%） 

農林水産業費 
151,068（1.1%） 

消防費 226,898（1.63%） 

衛生費 398,656（2,9%） 

教育費 
1,028,556（7.4%） 

土木費 
6,153,530（44.3%） 

総務費 
2,648,157（19,0%） 

公債費  606,484（4.3%） 

民生費 
1,440,835（10.4%） 

その他　603,322（4.3%） 

災害復旧費 
791,000（5.7%） 

補助費等 
774,673（5.6%） 

繰出金 
845,314（6.0%） 

物件費 
1,260,040（9.1%） 

普通建設事業費 
7,339,257（52.8%） 

扶助費　457,097（3.3%） 

人件費 
1,227,018（8.8%） 

公債費 606,479（4,4%） 

その他（依存財源） 
 244,965（1.8%） 町債 771,100（5.6%） 

地方交付税 
3,711,987（26.7%） 

国県支出金 
1,502,924（10.8%） 

その他（自主財源） 
5,928,660（42.6%） 

分担金及び負担金、 
使用料・手数料・ 
諸収入　283,356（2.0%） 

町税 
1,461,208（10.5%） 
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松
島
春
ラ
ン
チ
フ
ェ
ア

　

松
島
で
毎
年
冬
に
開
催
さ
れ
て

い
る
「
松
島
三
ツ
星
冬
ラ
ン
チ
」。

そ
の
入
賞
シ
ェ
フ
達
が
春
の
食
材

で
自
慢
の
腕
を
ふ
る
う
「
松
島
春

ラ
ン
チ
フ
ェ
ア
」
を
開
催
中
で
す
。

●
料
金　

2 ,
5
0
0
円

●
参
加
店　

松
島
一
の
坊
・
ホ
テ

ル
海
風
土
・
ホ
テ
ル
松
島
大
観

荘
（
洋
食
、
和
食
、
中
華
）・
小

松
館　

好
風
亭
・
れ
す
と
ら
ん

海
音
・ 

か
き
松
島
こ
う
は

●
問
合
先　

仙
台
・
宮
城
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
松
島
地
区
実
行

委
員
会　

（
一
社
）
松
島
観
光
協

会
内　

�
３
５
４
―
２
６
１
８

シリーズ

『
仙
台
・
宮
城　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

④
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介　

船
か
ら
楽
し
む
「
松
島
の
月
」

　

俳
聖
松
尾
芭
蕉
が
憧
れ
、
伊
達

政
宗
が
愛
し
た
「
松
島
の
月
」
を

松
島
湾
上
で
眺
め
る
特
別
遊
覧
船

が
運
航
。
日
中
と
は
異
な
る
趣
き

を
感
じ
ら
れ
る
の
は
ナ
イ
ト
ク

ル
ー
ズ
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
で
す
。

満
月
の
夜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月　

日
（
土
）

２５

　
 
午
後
６
時　

分
（
出
航
）

30
　

〜
午
後
８
時

●
場
所　

松
島
観
光
桟
橋

●
料
金　

2 ,
0
0
0
円

　

（
当
日
午
後
４
時
ま
で
要
予
約
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

※
船
内
へ
の
飲
食
物
の
持
ち
込
み

　

は
自
由

●
問
合
先　

松
島
島
巡
り
観
光
船

　

企
業
組
合

　

�
３
５
４
―
２
２
３
3

霊
場
「
松
島
」
に
ふ
れ
る 

伊
達
な
旅　

　

松
島
が
霊
場
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
歴
史
的
背
景
に
は
、
雄

島
の
存
在
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
松
尾
芭
蕉
も
訪
れ
た
場
所

で
、
松
島
の
地
名
発
祥
の
地
「
雄

島
」
周
辺
を
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
ご
案
内
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
被
害

に
よ
り
工
事
中
と
な
っ
て
い
た
渡

月
橋
は
、
工
事
の
遅
れ
に
よ
り
現

在
も
不
通

と
な
っ
て

い
ま
す
。

当
日
は
雄

島
に
渡
ら

ず
、
周
辺

で
の
案
内

と
な
り
ま

す
の
で
、

ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月　

日（
日
）・　

日（
日
）・　

１２

１９

２６

日（
日
）、６
月
の
毎
週
日
曜
日

●
料
金　

無
料

●
集
合
場
所

　

J
R
松
島
海
岸
駅
前
広
場

●
集
合
時
間　

午
前　

時　

分

１０

30

●
問
合
先　

（
一
社
）松
島
観
光
協

　

会　

�
３
５
４
―
２
６
１
８

松島からバスに乗って世界遺産平泉に行きませんか？
　松島と世界文化遺産平泉を結ぶ周遊バス「松島・平泉号」が仙台・宮城デス

ティネーションキャンペーンの期間限定で運行しています。この機会にぜひご

利用ください。

　往路では、登米市での観光（50分）の時間もあります。

●コース　
　往　路　松島海岸県営第一駐車場発→登米観光→平泉レストハウス着　　　

　　　　　（9:00）　　　　　　　　   　 （10:20～11:10）　　 （12:30 頃）

　復　路　平泉レストハウス→松島海岸県営第一駐車場着

　　　　　（15:40）　　　　　  （17:20 頃）

●運行日　［5月］3 日（金）・4日（土）・5日（日）・6日（月）／ 11日（土）・12日（日）
　　　　　　　　18日（土）・19日（日）／ 25日（土）・26日（日）

　　　　　［6月］1日（土）・2日（日）／8日（土）・9日（日）／15日（土）・16日（日）
　　22日（土）・23日（日）

●料金　片道　大人１,９００円　子ども９５０円
●予約・問合先　宮城交通（株）仙台駅前西口案内所　� 267-1777
※５月３日～６日は登米での下車観光は実施しません。

※運行の３日前までに予約がない場合は運休となります。

※詳細のわかるチラシは役場でも配布しています。

　産業観光課商工観光班　� 354-5708

▲私たちがご案内します

松島に遊びに来て
くれた人たちにも
すすんで道案内や
優しい運転を心が
けるなどおもてな
しの心を伝えま
しょう！
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シリーズ

ふ
る
さ
と

 
松
島 
探 
訪
⑤

〜
町
内
の
各
行
政
区
を
紹
介
し
ま
す
〜 松　島

　

松
島
町
は　

の
行
政
区
で
成
り

１２

立
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
外

に
知
ら
れ
て
い
な
い
歴
史
や
特
徴
、

魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
各
行
政
区
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
て
い
る
こ
の
シ
リ
ー
ズ
。

今
回
は
「
松
島
区
」
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
松
島
の
身
近
に
あ
る

歴
史
や
見
所
を
再
発
見
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

町
の
南
部
に
位
置
し
、
利
府
町

や
松
島
湾
に
接
し
て
い
る
松
島
区

は
、
松
島
１
か
ら
松
島　

ま
で
の

13

全　

地
区
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

13

　

瑞
巌
寺
や
五
大
堂
、
観
瀾
亭
と

い
っ
た
歴
史
的
建
造
物
が
あ
り
、

ま
た
物
産
店
や
観
光
施
設
な
ど
が

立
ち
並
ぶ
松
島
区
。
そ
ん
な
区
内

の
歴
史
や
思
い
出
、
見
所
な
ど
に

つ
い
て
、
a
橋
儀
一
区
長
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
松
島
」
の
由
来

　

町
名
で
も
あ
り
、
行
政
区
名
で

も
あ
る
「
松
島
」
の
由
来
に
つ
い

て
、
雄
島
を
由
来
と
す
る
説
が
あ

り
ま
す
。

　
 
平
安
時
代
に
、 
伯
耆
国 
（
鳥
取

ほ
う
き
の
く
に

県
）
か
ら
見
仏
上
人
と
い
う
僧
が

雄
島
に
来
て
、
お
経
を
ひ
た
す
ら

唱
え
る
と
い
う
大
変
な
修
行
を
し

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
伝
え
聞
い

た
鳥
羽
上
皇
が
、
そ
の
修
行
を
讃

え
て
千
本
の
松
を
贈
っ
た
こ
と
か

ら
「
千
松
島
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
、
い
つ
し
か
「
松
島
」
に

な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
伝
承

で
す
が
、
そ
の
雄
島
の
近
く
に
住

ん
で
い
る
の
で
「
松
島
」
の
名
に

は
大
変
愛
着
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ハ
イ
カ
ラ
な
松
島
海
岸

　

霊
場
で
あ
っ
た
雄
島
が
あ
り
、

瑞
巌
寺
や
円
通
院
、
天
麟
院
な
ど

の
お
寺
が
並
ん
で
い
る
の
で
、
一

般
的
に
は
寺
町
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
昔
は
グ
リ
ー
ン

行政区名：松島（まつしま）

面　積：520ha（松島全体面積の 9.6%）

人　口： 2,112 人（H25.3.31 現在）

世帯数：830 世帯（H25.3.31 現在）

広
場
あ
た
り
に
松
島
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
と
い
う
洋
式
の
大
き
な
ホ
テ
ル

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
寺
町
だ
け

で
な
く
ハ
イ
カ
ラ
な
イ
メ
ー
ジ
も

あ
り
ま
し
た
。　
　

　

何
度
か
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
行
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
中
に

入
る
と
、
外
国
に
で
も
来
た
か
の

よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
を
覚
え
た

も
の
で
す
。
ホ
テ
ル
近
く
に
は
水

族
館
の
ほ
か
動
物
園
も
あ
っ
て
、

瑞
巌
寺
周
辺
と
は
違
っ
た
に
ぎ
わ

い
が
あ
り
ま
し
た
。

※
松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
は
、
東
北

初
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
し
て
大

正
２
年
に
営
業
を
開
始
。
昭
和
天

皇
な
ど
数
多
く
の
貴
賓
客
が
宿
泊

し
ま
し
た
。
昭
和　

年
３
月
、
火

４４

災
に
よ
り
焼
失
。

　

設
計
者
は
、
チ
ェ
コ
人
の
ヤ

ン
・
レ
ツ
ル
で
、
の
ち
に
広
島
県

物
産
陳
列
館
（
現
原
爆
ド
ー
ム
）

を
設
計
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

扶
桑
第
一
の
好
風

　

松
島
区
の
魅
力
と
い
え
ば
、
や

は
り
松
島
湾
の
風
景
で
す
。
毎
日

の
よ
う
に
散
歩
を
し
て
い
ま
す
が
、

歩
き
な
が
ら
、
松
尾
芭
蕉
が
扶
桑

第
一
の
好
風
と
讃
え
た
松
島
湾
が

望
め
る
の
は
最
高
の
贅
沢
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

特
に
私
が
お
薦
め
し
た
い
の
は
、

松
島
湾
を
見
下
ろ
す
場
所
で
す
。

　

四
大
観
の
１
つ
で
あ
る
扇
谷
、

桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
西
行

戻
し
の
松
公
園
、
塩
釜
港
と
松
島

湾
が
双
方
に
眺
め
ら
れ
る
双
観
山
、

そ
し
て
遠
く
大
平
洋
が
望
め
る
新

富
山
。
こ
れ
か
ら
の
新
緑
の
季
節

に
は
、
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
こ
れ

ら
の
眺
望
場
所
を
巡
る
の
も
良
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

a
橋
区
長
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲雄島の風景

▲在りし日の松島パークホテル

▲西行戻しの松公園から

の眺め

▲q 橋儀一さん
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松
島
町
職
員
人
事
異
動

松
島
町
職
員
人
事
異
動

4
月
1
日
付
（

）
内
は
前
職
名

4
月
1
日
付
（　

）
内
は
前
職
名

【
総
務
課
】

 《
総
務
管
理
班
》▼
班
長　

太
田
雄

（
産
業
観
光
課
商
工
観
光
班
長
）

▼
主
査　

a
橋
陽
子
（
町
民
福
祉

課
主
査
）　

▼
主
査　

後
藤
亮
一

（
町
民
福
祉
課
主
査
）　

 《
環
境
防
災
班
》▼
主
査　

千
葉
一

穂（
産
業
観
光
課
主
査
）　

▼
主
査

齋
藤
寛
（
会
計
課
主
査
）

【
企
画
調
整
課
】
▼
参
事
兼
ま
ち

づ
く
り
支
援
班
長
兼
震
災
復
興
対

策
室
長　

千
葉
繁
雄
（
企
画
調
整

課
ま
ち
づ
く
り
支
援
班
長
兼
震
災

復
興
対
策
室
長
）

【
財
務
課
】▼
課
長　

舘
山
滋（
財

務
課
長
兼
特
別
滞
納
整
理
室
長
）

 《
財
政
班
》
▼
主
査　

相
澤
光
治

（
総
務
課
主
査
）
▼
技
師　

安
藤

佑
樹
（
建
設
課
技
師
）　

 《
特
別
滞
納
整
理
室
》▼
室
長　

千

葉
忠
弘（
特
別
滞
納
整
理
室
主
査
）

▼
主
査　

千
葉
浩
（
町
民
福
祉
課

主
査
）　

▼
主
査　

赤
間
真
吾（
財

務
課
特
別
滞
納
整
理
室
主
事
）　

【
町
民
福
祉
課
】
▼
課
長　

阿
部

利
夫（
教
育
課
参
事
兼
中
央
公
民

館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
所

長
）

《
町
民
サ
ー
ビ
ス
班
》
▼
主
査　

早
川
和
恵
（
財
務
課
主
査
）
▼
主

査　

櫻
井
健
（
財
務
課
主
査
）　

 《
高
城
保
育
所
》▼
主
査　

赤
間
康

子
（
総
務
課
主
査
（
保
育
士
））

【
健
康
長
寿
課
】
▼
課
長
兼
高
齢

者
支
援
班
長　

本
間
澄
江
（
町
民

福
祉
課
参
事
兼
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長
）　

 《
健
康
づ
く
り
班
》▼
班
長
兼
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長　

板
宮
栄

（
町
民
福
祉
課
健
康
長
寿
班
長
）

▼
主
幹
（
栄
養
士
）　

安
田
千
賀

（
町
民
福
祉
課
主
幹
（
栄
養
士
））

▼
主
幹
（
保
健
師
）　

遠
藤
恵
子

（
町
民
福
祉
課
主
幹
（
保
健
師
））

▼
主
幹（
保
健
師
）　

齊
藤
惠
美
子

（
町
民
福
祉
課
主
幹
（
保
健
師
））

▼
主
査
（
保
健
師
）　

渡
邊
恵
美

（
町
民
福
祉
課
主
査
（
保
健
師
））

 《
高
齢
者
支
援
班
》▼
主
幹　

土
井

敬
子（
町
民
福
祉
課
主
幹
）　

▼
主

査
（
保
健
師
）　

嶺
岸
千
枝
（
町

民
福
祉
課
主
査
（
保
健
師
））
▼

主
査　

越
野
博
之
（
町
民
福
祉
課

主
査
）　

▼
主
査
（
保
健
師
）　

太

田
真
紀
子（
町
民
福
祉
課
主
事（
保

健
師
））
▼
主
査
（
保
健
師
）　

岩

本
久
美
子（
町
民
福
祉
課
主
査（
保

健
師
））▼
社
会
福
祉
士　

相
澤
貴

子
（
総
務
課
主
事
）
▼
主
事　

土

井
敬
太
（
町
民
福
祉
課
主
事
）

　
【
産
業
観
光
課
】

《
商
工
観
光
班
》
▼
班
長　

菊
地

磯
子（
総
務
課
主
幹
）　

▼
主
幹　

佐
々
木
洋
美（
水
道
事
業
所
主
幹
）

▼
主
査　

佐
藤
綾
（
企
画
調
整
課

主
査
）　

▼
主
事　

櫻
井
拓
郎（
教

育
課
主
事
）

　
【
建
設
課
】
▼
参
事　

高
橋
昭
夫

（
建
設
課
参
事
兼
施
設
管
理
班

長
）　

 《
建
設
班
》▼
参
事
兼
建
設
班
長　

赤
間
春
夫
（
建
設
課
建
設
班
長
）

▼
主
査　

梁
川
秀
幸
（
水
道
事
業

所
主
査
）　

 《
復
興
班
》▼
班
長　

佐
々
木
敏
正

（
教
育
課
主
査
）　

▼
主
査　

佐

藤
望（
総
務
課
主
査
）　

▼
主
事　

綿
美
帆
（
町
民
福
祉
課
主
事
）　

 《
管
理
班
》
▼
班
長　

酒
井
文
明

（
建
設
課
主
査
）　

▼
主
査　

熊

谷
直
美（
水
道
事
業
所
主
査
）　

▼

主
事　

鈴
木
翔
（
総
務
課
主
事
）

【
会
計
課
】
▼
会
計
管
理
者
兼
課

長　

安
部
新
也（
町
民
福
祉
課
長
）

▼
主
幹　

佐
々
木
正
樹
（
中
央
公

民
館
主
幹
）

【
水
道
事
業
所
】
▼
所
長　

櫻
井

一
夫
（
議
会
事
務
局
長
）　

 《
経
営
班
》
▼
主
幹　

田
代
瑞
江

（
建
設
課
主
幹
）　

▼
主
査　

林

な
ぎ
さ
（
町
民
福
祉
課
主
査
）　

 《
施
設
班
》
▼
主
査　

高
成
誠
一

（
建
設
課
主
査
）

　
【
教
育
課
】
▼
課
長
兼
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
海
洋
セ
ン

タ
ー
所
長　

櫻
井
光
之
（
教
育
課

長
）　

 《
学
校
教
育
班
》▼
主
幹　

木
村
惠

子（
総
務
課
主
幹
）　

▼
主
査　

a

橋
浩
司
（
総
務
課
主
査
）　

 《
中
央
公
民
館
》▼
館
長
兼
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
所
長　

佐
藤
淳
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
海

洋
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

▼
主
査　

千
葉
知
道（
産
業
観
光
課
主
査
）　

　
【
議
会
事
務
局
】
▼
事
務
局
長　

佐
藤
進（
総
務
課
総
務
管
理
班
長
）

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▼
書
記　

佐
藤
進（
総
務
課
総
務
管
理
班
長
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

○
退
職
職
員
（
3
月　

日
付
）

31

▼
佐
々
木
千
代
志

（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

▼
丹
野
茂
（
水
道
事
業
所
長
）

▼
千
葉
美
智
子

（
産
業
観
光
課
主
幹
）　

▼
吉
田
さ
つ
子

（
松
島
第
一
小
学
校
技
能
主
任
）

▼
佐
藤
優
子

（
松
島
第
二
幼
稚
園
主
幹（
教
論
））

▼
内
海
萌
（
町
民
福
祉
課
主
事
）

災
害
派
遣
職
員
を
紹
介
し
ま
す

▼
建
設
課
主
幹　

富
山
知
一
（
岐

阜
県
大
垣
市
よ
り
平
成　

年
3
月

26

　

日
ま
で
）

31▼
建
設
課
主
幹　

鈴
木
春
彦
（
東

京
都
豊
島
区
よ
り
平
成　

年
3
月

26

　

日
ま
で
）

31▼
建
設
課
主
幹　

三
戸
浩
司
（
広

島
県
廿
日
市
市
よ
り
平
成　

年
3

26

月　

日
ま
で
）

31
▼
建
設
課
主
幹　

工
藤
一
権
（
秋

田
県
秋
田
市
よ
り
平
成　

年
3
月

26

　

日
ま
で
）

31▼
建
設
課
主
査　

佐
々
木
智
也

（
秋
田
県
に
か
ほ
市
よ
り
平
成　
26

年
3
月　

日
ま
で
）

31

▼
建
設
課
主
査　

熊
本
章
二
（
京

都
府
宮
津
市
よ
り
よ
り
平
成　

年
26

3
月　

日
ま
で
）

31

▼
水
道
事
業
所
主
査　

高
坂
省
吾

（
埼
玉
県
滑
川
町
よ
り
平
成　

年
26

6
月　

日
ま
で
）

31

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

○
新
規
採
用
職
員（
4
月
1
日
付
）

▼
総
務
課
主
事　

三
浦
み
ど
り　

▼
総
務
課
主
事　

荒
木
良

▼
企
画
調
整
課
主
事  
荻
野
あ
ゆ
美

▼
財
務
課
主
事　

阿
部
明
子

▼
町
民
福
祉
課
主
事　

舩
山
智
美

▼
町
民
福
祉
課
保
育
士

 
（
磯
崎
保
育
所
）　

尾
形
優
衣

▼（
併
）町
民
福
祉
課
保
育
士（
高

城
保
育
所
分
園
）　

中
澤
華
純

▼
健
康
長
寿
課
主
事　

a
橋
洵
子

▼
健
康
長
寿
課
保
健
師  
佐
藤
斉
美

▼
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良
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明

▼
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会　

松
島
第
二
幼
稚

園
教
論　

中
澤
華
純
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松島町民生委員児童委員協議会が 
厚生労働大臣表彰

　東日本大震災において、高齢者や障がい者など要援護者に対して

避難や生活環境において支援を行ったとして、３月２７日に厚生労

働大臣感謝状が松島町民生委員会児童委員協議会（澁谷正徳会長）

へ授与されました。

　同協議会は、震災当時、自身

が被災しながら安否確認や避

難所での相談、支援の紹介、関

係機関への連絡など献身的に

活動した功績が認められまし

た。

松島町内の放射線量測定結果

（　）内は地表からの高さ（ｍ）

測定機器　簡易型放射線測定器 (PA-1000)　

単位　マイクロシーベルト（μ Sv/h）　　シーベルトとは、放射線が人体に与える影響を表す単位です。

学校給食測定結果　4 月 15 日 （月）　現在

放射性ヨウ素（Ｉ-131）：不検出　　

放射性セシウム（Cs-137）：不検出　

放射性セシウム（Cs-134）：不検出

水道水測定結果　4月 10日 （水）　現在

　二子屋浄水場（竹谷字鴻ノ谷地）　　

　放射性ヨウ素：不検出　　　放射性セシウム：不検出

浄水場発生土測定結果　4月 19日 （金）　現在

　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム (Cs-137)：198　放射性

セシウム (Cs-134)：88　※浄水場発生土には、放射性物質が検出

されていますが、水道水については、放射性物質が不検出の状況

となっていますので、安心してご利用ください。

町内産農林畜産物の放射性物質測定結果 3月16日（土）～4月15日（月）現在

　フキノトウ

　放射性セシウム (Cs-137)：12.3　

　放射性セシウム (Cs-134)：不検出　（単位：Ｂｑ／ｋｇ）

　最新の放射線量測定結果は県のホームページで公開しています。

●問合先　空気中放射線量測定結果：総務課環境防災班　�３５４‐

５７８２　学校給食測定結果：教育課学校教育班　�３５４‐5７１３　水

道水・浄水場発生土測定結果：水道事業所　�３５４‐５７１１　農林

産物放射性物質測定結果：産業観光課農林水産班　�３５４‐５７０７

4 月 10 日（水）現在

測定値測定場所

0.069（0.5）
松 島 町 役 場

0.064（0,1）

0.062（0.5）松 島 第 一 幼 稚 園

0.062（0.5）松 島 第 二 幼 稚 園

0.076（0.5）松 島 第 五 幼 稚 園

0.086（0.2）松 島 保 育 所

0.060（0.2）高 城 保 育 所

0.057（0.2）磯 崎 保 育 所

0.065（0.5）高 城 保 育 所 分 園

0.059（0.5）松 島 第 一 小 学 校

0.062（0.5）松 島 第 二 小 学 校

0.076（0.5）松 島 第 五 小 学 校

0.071（0.1）松 島 中 学 校

農林畜産物の放射能測定について
　無料で、食品の放射能検査を行います。

●対象者　町内に在住の方

●申込み・問合先　JA仙台松島支店　�３５４‐２１０１

民生委員・児童委員を 
紹介します

　松島町民生委員・児童委員に土井いく子さ

んが委嘱されました。手樽区早川・三浦地区

を担当し、地域の福祉の相談にあたります。

　生活困窮、高齢者や障がい者、母子父子家

庭、虐待防止などの身近な相談にあたり、関

係機関と協力して支援します。　　　　　

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

�感謝上を手に大橋町長へ
受賞の報告をする澁谷会
長（左）

▲土井いく子さん

ご支援ありがとうございます 
4月 19日現在でご支援をいただいた皆さまです（これまで掲載以外の方々で敬称は省略させていただきました）

義援金　滑川中学校吹奏楽部

　このほか、多くの個人や匿名の方からご支援・ご協力をいただきました。記入漏れやお名前に間違いがありました場合

には、ご容赦くださいますようお願い申し上げます。
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ジェーン・バーキンさんが 
松島中学校訪問

　世界中で知られる女優であり歌手のジェーン・バーキンさ

んが3月25日に松島中学校を訪れ、ブラスバンド部の生徒と

交流しました。

　ジェーンさんは、震災直後から音楽を通した復興支援活動

を続けており、今回の来日でも、被災した地域へ実際に出向

き子どもたちと触れ合い、音楽を通してみんなに笑顔を届け

たいという思いから、松島町を訪問しました。

みやぎ生協と 

高齢者見守り協力協定を締結
　３月２７日、本町とみやぎ生活協同組合（齋藤昭子理

事長）は、「高齢者見守りの取り組みに関する協力協定」

を締結しました。

　同協定は、みやぎ生協が行っている宅配事業を活用

して、配達員が訪問先で異変などを察知した場合、町へ

連絡を行う取り決めで、一人暮らしの高齢者支援や孤

独死防止を目的としています。
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▲協定を締結した、大橋町長（左）と齋藤理事長（右）

鹿島台バイパスの供用開始

　大崎市の鹿島台バイパスが、3月 23日から供用が開始され

ました。

　鹿島台バイパスは、国と県が実施していた「吉田川二線堤及

び国道 346 号鹿島台バイパス共同事業」によるもので、吉田

川の二線堤は水害対策として設置。また、二線堤に併設され、

市街地の交通安全確保や渋滞の緩和が期待されています。
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初原バイパス開通
　県道小牛田松島線の初原バイパスが開通し、３月２７

日から供用が開始されました。

　初原バイパスは、松島地域の動脈となり、松島海岸地

区における国道４５号の慢性的な渋滞の緩和、また、大

規模災害時には避難ルートとしての役割を担う事が期

待されています。
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�▲開通した初原バイパス

松島町消防団 団長に樋口富雄さん 

副団長に熊谷喜美男さん 内海邦宏さん

　松島町消防団の団長に樋口富雄さん（手樽）が、副

団長として熊谷喜美男さん（高城）・内海邦宏さん（磯

崎）が任命されました。

　消防団は、住宅等の消火活動はもちろんのこと、大

規模災害時には住民の避難誘導や災害防ぎょ等を行っ

ています。地域防災の中核的存在として、地域の安全

確保のために不可欠な存在です。

▲樋口富雄団長

▲内海邦宏副団長

▲開通した鹿島台バイパス

▲松島中学校ブラスバンド部とジェーンさん

▲熊谷喜美男副団長
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▲三慧殿内部の様子 ▲伊達光宗騎馬像 ▲神将像① ▲神将像②
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映画『じんじん』松島町先行上映会
　昨年６月に松島町でロケが行われた映画『じんじん』の宮城県上映が決定し、６月２９日から映
画館で上映が開始されます。
　松島町では、宮城県上映に先駆け、先行上映会を開催します。
　松島のきれいな景色とエキストラとして出演した町民の皆さんもたくさん映し出されます。ぜひ、
ご家族そろって、ご覧ください。

松島町先行上映会
●日　時　５月２６日 （日）、２７日 （月）
　　　　　午前１０時３０分～、午後１時３０分～、午後６時～（１日３回上映）
●場　所　パレス松洲
●主　催　松島町・映画『じんじん』を応援する会
●入場料　前売券　１,０００円（大人、シニア券）
　　　　　当日券　１,５００円（大人、シニア券）、８００円（小中高生）
●定　員　座席数に限りがあります（２００人）
　　　　　ご来場の際は、民間の駐車場をご利用いただくか、公共交通機関をご利用ください。

宮城県上映決定！
　『じんじん』が劇場で公開されます。大きなスクリーンで迫力ある映像でもご覧いただけます。
●期　日　６月２９日（土）～
●場　所　MOVIX 仙台、MOVIX 利府、桜井薬局セントラルホール
●入場料　前売券　１,０００円　　当日券を購入する場合は、映画館の入場料となります。

前売券を販売しています
　宮城県内共通券です。映画館でもご使用いただけます。
●前売券　１， ０００円（大人、シニア券）
●販売所　松島町産業観光課、松島町保健福祉センター
　　　　　どんぐり、一般社団法人松島観光協会、
　　　　　利府松島商工会松島事務所、
　　　　　仙台農業協同組合松島支所
●問合先　産業観光課商工観光班　�３５４－５７０８
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　群馬県前橋市山王小学校より 3月 27日、車いす 5台

が本町社会福祉協議会へ寄贈されました。

　山王小学校では、PTAが主体となりプルタブを集めて

各施設に車いすを寄贈しています。そして今回、震災に

より被災した本町を支援したいという思いから、車いす

が寄贈されました。寄贈された車いすは、保健福祉セン

ターに設置されます。

▲山王小学校の岡野校長（右）より社会福祉協議会の遠山会長に車椅子を寄贈

３月３１日 （日）　復興祈念植樹祭

　仙台・宮城デスティネーションキャンペーンの松島

オープニングイベントとして、復興祈念植樹祭が西行

戻しの松公園で行われました。

　植樹祭には、東京の NPO法人「地域の芽生え 21」の

メンバーと町の関係者ら約80人が参加。日本花の会よ

り提供された桜の苗木６２本を植樹しました。

▲植樹を終え記念撮影

　町内の小学校で一斉に入学式が行われました。松島

第二小学校では、在校生がお迎えの歌と手話を披露。

優しく、頼もしい在校生に迎えられた新一年生は、小学

校生活への期待に胸を膨らませている様子でした。

　小学校の入学式と同じ日、町内の幼稚園でも入園式

が行われました。松島第五幼稚園に入園した子どもた

ちは８人。入園児たちは、園長先生のお話をしっかり

聞くなどとても立派で、成長した子どもたちの姿に保

護者も安心した様子でした。

▲いっぱい友だちできるといいね（松島第二小学校）

▲教科書をもらっていよいよ勉強がはじまります（松島第二小学校）

▲上手にお辞儀ができたかな（松島第五幼稚園）

前橋市立山王小学校より車いすを寄贈

４月９日 （火）　入園式・入学式
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米寿おめでとう（4月の敬老祝い金贈呈者）
◆八木てる子さん（高城） ◆工藤まさみさん（本郷）
◆大谷　精一さん（磯崎） 
◆瀬戸　孝子さん（本郷） 
◆大山　麗子さん（本郷）
◆丹野さつゑさん（幡谷）

剣道大会で町内の児童が大活躍
　3月20日の春分の日、栗原市の栗駒総合体育館で

「故　菅原徳壽先生を偲ぶ　春の華杯」が開催され

ました。松島剣道スポーツ少年団に所属する丹野晃

輔さん（五小）が男子低学年個人戦で見事優勝。赤

間真斗さん（五小）が敢闘賞に輝きました。
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松島ファンクラブの集い開催

　３月27日、　観瀾亭で松島ファンクラブの集いが開催

されました。観瀾亭からの月を眺めつつ、松島産の食材を

使用した御膳を食すというこの企画。錦心流琵琶・朝暉会

の中田朝水さんが奏でる琵琶を聴きながら、会員の皆さ

んは音楽と食事を堪能していました。

▲優雅な琵琶の曲に聴き入る会員の皆さん▲優勝した丹野さん（中央右）と敢闘賞の赤間さん（中央左）

寄付・寄贈
イルカの会へ寄付

石巻商工信用組合より  金２５， ０００円

社会福祉協議会へ寄贈

ヨシディア（株）（東京都）より　　　車いす１台

話題の本　
「おしかくさま」　　　　　　　　　　　　　　　谷川　直子　著
　離婚をきっかけにウツ病になったライターのミナミは、長い間ひきこもっていた。ある

日、母からの依頼で浮気が疑われる父を尾行することになる。しかし、父が入り浸ってい

るのは「おしかくさま」というお金の神さまを信じる女性の集団だった。

　先行き不安な彼女は、その正体が気になり、「おしかくさま」のお告げに従おうとする

が…。“現代の神”お金を問う、文藝賞受賞作。

《　新　　刊　》　

「残り全部バケーション」 伊坂幸太郎　著

「北斗」 石田　衣良　著

「輝天炎上」 海堂　　尊　著

「翔る合戦屋」 北沢　　秋　著

「空より高く」 重松　　清　著

「夢をかなえるゾウ②」 水野　敬也　著

「幸せのタネをまくと、幸せの花が咲く②」

 岡本　一志　著

《　児童書の新刊　》
「落語絵本　みょうがやど」　　　　　川端　誠　絵

「えんそくごいっしょに」　　　ひだ　きょうこ　絵

《  図 書 室  》

＊ 5月 26 日まで「春のブックラリー」行ってます！
●平　日　　　　１０：００～１８：００

●土・日・祝日　１０：００～１６：００

●休館日　月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日

今月は 7 日 ･13 日 ･20 日 ･27 日が休館日です。

（祝日も開館してます。）

●問合先　勤労青少年ホーム　�３５４‐４０３６

本 の 宝 箱 （図書室からのお知らせ）

�
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白寿おめでとう
佐藤はるゑさん（高城）
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　仙台法務局では、職員が出向いて、

不動産登記、商業・法人登記、成年

後見登記、戸籍、供託などに関する

手続等についてわかりやすく説明す

る出前講座を開催しています。

　多くの皆さまのご利用をお待ちし

ています。

●対象　各種団体、サークルなど

●申込方法

開催希望日の３週間前までに、所

定の申込書でお申し込みください。

申込書は最寄りの法務局か仙台法

務局ホームページから取得できま

す。

（http://houmukyoku.moj.go.jp/se-

ndai/frame.html）

●口座時間

　10:00 ～ 16:00　※平日のみ

●問合先　

　仙台法務局民事行政調査官室

　�２２５-５７２０

仙台法務局無料出前講座

　ＴＤＫ社製加湿器のＫＳ－５００Ｈ、

ＫＳ－３００Ｗ（平成１０年製）とＫ

Ｓ―３１Ｗ、ＫＳ－３２Ｇ（平成５年

製）、の４機種につきまして発火等

の重大事故が発生していますので絶

対に使用しないでください。

　また、ＴＤＫ社ではこれら４機種

の加湿器の回収を実施してきました

が、依然として約３５， ０００台が回収さ

れていません。

（平成２５年１月現在）

　これら４機種の回収に、なにとぞ

ご協力をお願いします。

●問合先　

ＴＤＫ （株）加湿器お客様係

�０１２０-６０４-７７７

9:00 ～ 19:00（土・日・祝日も可）

ＴＤＫ社製の加湿器を

探しています

ままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつししししししししししししししままままままままままままままのののののののののののののの相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口まつしまの相談窓口
問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
� 354�5809

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は無
料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

役場３階
会議室

５月１４日 （火）
１０：００～１７：００

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
� 354�5706

人権擁護について

町　民
勤労青少年
ホーム

５月８日（水）
１０：００～１５：００
６月４日（火）
１０：００～１７：００
（受付は１６：００まで）

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
� 354�5809

行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
� 354�5708

消費生活相談について消費生活相談

町民福祉課福祉班
�３５４�５７０６

生活保護に関する相談町　民
役場３階
会議室

５月 2日（木）・16日（木）
１０：００～１５：００

生活保護相談

塩釜市けやき教室
� 364�5141

小中学生を対象にした
不登校に関する電話相
談・学校復帰指導

塩釜市・多賀城市・
松島町・利府町・
七ヶ浜町の小中学
生および保護者

塩釜市
けやき教室

平日
９：００～１５：００

不登校電話相談

健康長寿課健康づくり班
（保健師・栄養士）
� 355�0703

健康に関する相談

町　民
保健福祉
センター
どんぐり

平日
８：３０～１７：００

健康電話相談

子育て支援センター
� 354�6888

育児・子どもの発育・発
達に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
� 354�6525

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する
電話相談

健康長寿課健康づくり班
�３５５�０７０３

こころの問題を抱えた
本人や家族の相談

塩釜保健所管内に
居住する方

５月は、松島町での相談はありません。
近隣の市町村での相談を紹介することもで
きますので、お問い合わせください。

こころの相談
（予約制）

塩釜保健所
母子障害第二班
� 365�3153

ひきこもりや、思春期
の心の問題を抱えた本
人や家族の相談塩釜保健所

５月 22 日（水）
１３：３０～１６：３０

ひきこもり・思春期
こころの相談（予約制）

アルコールや薬物の問題を
抱えた本人や家族の相談

５月１７日（金）
１４：３０～１７：００

アルコール・薬物
相談（予約制）

宮城県精神保健福祉センター
相談診療班
�０２２９�２３�1603

ひきこもり等の悩みを持つ方
への関わり方、支援方法等
のグループワークや講義等。
（お茶代等実費負担あり）

県内在住で、ひき
こもり等の悩みを
持つ家族の方

宮城県精神保健
福祉センター
（宮城県精神保健
福祉センター主催）

５月８日（水）
１３：００～１６：００

青年期（ひきこもり）
家族会（申し込み制）

塩釜保健所
疾病対策班
� 363�5504

・検査実施日の前日までに
予約をお願いします。

・検査は原則無料です。

塩釜保健所管内に
居住する方

塩釜保健所
５月１日（水）・15日（水）
１３：3０～１5：3０

H I V・クラミジア
抗体検査
肝炎検査

　４月中旬に、平成２５年度介護保険

料の納入通知書（仮徴収）をお送り

しています。

　年金から介護保険料が天引きされ

る方には特別徴収通知書が、震災に

より減免されていた方は普通徴収と

なっており、納付書をお送りしてお

りますので、ご確認のうえ納付をお

願いします。

●問合先　健康長寿課高齢者支援班

　　　　　� 355-0677

平成２５年度介護保険料について

（お知らせ）

���� ����

　毎年増加傾向にあるゴミの量を減

らすため、本年も５３０（ゴミゼロ）

運動を実施します。

　期間中は、地域での清掃活動等の

ご協力をお願いします。

●期間　5 月 30 日（木）～ 6 月5日（水）

●問合先　総務課環境防災班

　　　　　�３５４-５７８２

ゴミゼロ運動について
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国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　水中運動は膝や腰などに負担をか

けずに、筋力やバランス力をアップ

させます。「健康の日」に参加して、

ワンランクアップした健康を手に入

れましょう！

●日時

　５月１０日（金）　１０：３０～１１：３０

　（※１０：００～受付）

●場所　松島町温水プール　美遊

●内容　アクアエクササイズ

　（水中ウォーキング、ストレッチ、ほか）

　講師：内丸由美子インストラクター

●参加費　５００円

　（ただし、６５歳以上の方は３００円）

　※受け付けでお支払いください。

●持参する物

　水着、スイムキャップ、タオル

●申し込み　５月９日 （木）まで電話

でお申し込みください。

●問合先　健康長寿課健康づくり班

　�３５５-０７０３

　（保健福祉センターどんぐり）

　町税などは、便利で忘れない、しか

も安全な口座振替を利用しましょう。

●納期　5月３1日（金）

●固定資産税　１期

●軽自動車税　全期

●国民健康保険税　２期

●問合先　

課税については

税務班　�３５４-５７０３

納付については

特別滞納整理室　�３５４-５９１３

5 月の納期限

●日時　

　５月１６日（木）、５月３０日（木）　　

　１０：００～１２：００

●場所　塩釜保健所

　　　　（塩釜市北浜４- ８-１５）

●問合先　塩釜保健所　�３６３-５５０５

犬・猫引き取り日

　献血の経験はありますか？血液に

はさまざまな型があり、その人に

合った血液が必要となります。これ

まで、皆さまのご協力により、多く

の方の命が救われています。

　献血へのご理解とご協力をお願い

します。

●日時   ６ 月 ３ 日 （月）  13:30～16:00

●場所　医療法人友仁会　松島病院

●内容　全血献血 (200ml・400ml)

●問合先　健康長寿課健康づくり班

（保健福祉センターどんぐり）

　� 355-0703

献血にご協力を『健康の日』のお知らせ

　国民健康保険加入者で今月７０歳

になる方（５月２日～６月１日生ま

れ）へ、高齢受給負担割合が記載さ

れた国民健康保険者証を郵送します。

なお、現在お持ちの被保険者証につ

いては、役場町民福祉課国保窓口に

返還してください。

●発送日　５月 22日 （水）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　�３５４-５７０５

休日・急患診療のご案内
診療科目受付（診療）時間診療日診療場所

内科昼夜間
日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
松島病院

内科・小児科
  8：45 ～ 11：30
13：00 ～ 16：30
（9：00 ～ 17：00）

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
塩釜地区

休日急患

診療センター
小児科

（15歳まで）

18：30 ～ 21：30

（19：00 ～ 22：00）
土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　松島病院　松島町高城字浜 1-26　� 354�5811

　塩釜地区休日急患診療センター　塩釜市錦町 7-10　� 366�0630

歯科休日診療

�３６１-３３６８塩釜市庚塚３０‐８２きくちデンタルクリニック５ 月 ３日（金・祝）

�７６７-５６７９
利府町加瀬字石切場 1-1

ヨークタウン利府野中内
わかば歯科クリニック５月 ４日（土・祝）

�２５５-２０２８利府町神谷沢字南沢１- １かたおか歯科クリニック５月 ５日（日・祝）

�３０９-１８５５多賀城市高崎３‐１１‐２２森の風歯科クリニック５月 ６日（月・祝）

�３６３-２３０６塩釜市泉沢町１７‐１５泉沢歯科医院５ 月 １２ 日（日）

�３６２-１５１６塩釜市港町２‐５‐１２川村歯科医院５ 月 １９ 日（日）

�３６８-９７４５多賀城市高橋５‐１１‐６汲川歯科医院５ 月 ２６ 日（日）

�３６２-６０４７多賀城市桜木３‐７‐４２倉谷歯科医院６ 月 ２日（日）

●予約受付時間　　

　９：００～１７：００（土・日・祝除く）

●相談日・相談時間　１０：００～

　１６：００（土・日・祝日除く）

●場所　東松島市矢本字大溜１‐１

　（市コミュニティセンター西側）

●問合先　法テラス東松島

　�０５０-３３８３-０００９

法テラス東松島の無料法律相談
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《１．健康体操教室》
　日常生活で腰や関節に負担をかけないために、筋肉を鍛えるトレーニングやからだのバランス

を整える体操を行います。希望者には送迎もあります。

●対　象　腰痛や関節痛等により歩行に不安のある高齢者（ 概 ね 75 歳以上）
おおむ

●日　程　５月２７日（月）、６月３日（月）、６月１０日（月）、６月１７日（月）、６月２４日（月）、７月１日（月）

　　　　　７月８日（月）、７月２２日（月）、７月２９日（月）、８月５日（月）、８月１９日（月）、８月２６日（月）

●時　間　１０：００～１１：００

●内　容　体調チェック、腰痛・膝関節痛予防ための講話と実技指導

●場　所　保健福祉センターどんぐり

●参加料　３， ０００円（全１２回分）

《２．健康水中運動教室》
　腰や関節の痛みを和らげ、からだ全体の動きをよくするための水中運動を行います。顔を水に浸けないので、泳

げなくても大丈夫です。希望者には送迎もあります。

●対　象　腰痛や関節痛等により歩行に不安のある高齢者（ 概 ね 75 歳以上）
おおむ

●日　程　５月３０日（木）、６月６日（木）、６月１３日（木）、６月２０日（木）、６月２７日（木）、７月４日（木）

　　　　　７月１１日（木）、７月１８日（木）、７月２５日（木）、８月１日（木）、８月８日（木）、８月２２日（木）

●時　間　１０：００～１１：００

●内　容　体調チェック、腰痛・膝関節痛予防ための講話と実技指導

●場　所　温水プール美遊

●参加料　３， ０００円（全１２回分）

●問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）�３５５-０７０３

介護予防教室　参加者募集（先着 20人）　申し込み締め切り　5月 15 日（水）
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　１０月から実施される 高齢者インフルエンザ予防接種を希望する方 は、４月にお手元に届く

総合健康診断家族申し込み表の「高齢者インフルエンザ申し込み欄」に○を記入してください。

　申し込みをいただいた方には、９月に必要書類をお送りします。

●問合先　健康長寿課健康づくり班　�３５５-０７０３（保健福祉センターどんぐり）

高齢者インフルエンザ予防接種の申し込みについて
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　松島町では非課税世帯の高齢者（７５歳以上）世帯、重度障がい者（児）の方を対象に外出支援事業を実施してい

ます。長期入院中や施設入所中の方は対象外となります。

　対象となる方には郵送にて通知しています。事業の実施内容は下記のとおりです。

《助成の内容》 ※基準日を平成２４年１月１日としています。

Ⅰ障がい者（児）外出支援事業

　●対象　①身体障害者手帳１級または２級保持者　②療育手帳「Ａ」保持者

　●助成　福祉タクシー利用券（年１２,０００円分）を交付　（ガソリン助成金またはタクシー利用の共通券です）

Ⅱ高齢者世帯福祉タクシー助成事業

　●対象　７５歳以上（昭和１３年１月２日以前に生まれた方のみの世帯）の高齢者のみの世帯のうち、次のいずれ

　　　　　かに該当する世帯     ①非課税世帯（家族全員が平成２４年度市町村民税非課税の世帯）　②生活保護世帯

　●助成　福祉タクシー利用券（年６， ０００円分）を交付

【申請方法】　

●申請期限　平成２５年９月３０日 （月）　平日　8：30 ～ 17：15 
　　　　　　松島町役場１階　町民福祉課福祉班　窓口

●申請方法　郵送の申請書（窓口にも置いてあります）にご記入の上、町民福祉課福祉班までご提出ください。

　　　　　　※障がい等により来庁できない場合は郵送もできますのでご相談ください。

●問合先　　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

「高齢者世帯・障がい者（児）外出支援事業」のお知らせ
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《定期予防接種が一部変更になりました》

　前年度任意接種だったヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン・子宮頸がん予防ワクチンが平成２５年４月１日よ

り定期予防接種になりました。対象年齢、接種期間の変更はありません。お手持ちの受診券はそのままご使用でき

ます。

《二種混合（ジフテリア・破傷風）ワクチン》

　小学校６年生（平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生まれ）へ予診票等を送付しました。対象年齢は、１１歳

～１２歳（標準接種年齢１１歳）です。平成２６年３月３１日までに受けるようにしましょう。

《麻しん・風しん混合（MR）ワクチン　（第２期）》

　平成２５年度の対象者は、小学校入学 1年前（幼稚園年長児）に該当する方

（平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生まれ）です。接種期間は、

平成２６年３月３１日までですが、４月～６月の間に受けることが

望ましいとされていますので、お早めにお受けください。

《日本脳炎》

　平成 25年度の積極的勧奨の対象者は、小学校 1・2年生（1期初回）、小学校 3・4年生（1期追加）、18 歳相当

（2期）になっています。小学生については学校を通じて、18歳の方については、個別にお知らせします。

●接種場所　指定医療機関

　※予約が必要な場合がありますので、事前に医療機関に連絡してから受診してください。

●持ち物　母子健康手帳、予診票および個人票

　※麻しん風しん混合ワクチン第２期の対象者で、転入等により無料券をお持ちでない方は、下記までご連絡ください。

●接種期間を過ぎると無料券が使えなくなりますのでご注意ください。料金が自己負担になります。

●問合先　健康長寿課健康づくり班　保健師　�３５５-０７０３（保健福祉センターどんぐり）

予防接種のお知らせ
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　松島町では、心の健康サポーターを養成します。

　講座を通じて心と体の健康について考えたり、聞き上

手になるコツを学んだり、さらにはご自身を含め身近な

方や地域の心の健康を考えます。　

　皆さんのご参加をお待ちしています。

※５回連続でご参加願います。（先着２０人）

心の健康サポーター養成講座のお知らせ

●時間　１３：３０～１５：３０

●場所　保健福祉センター　どんぐり

●申込期限　５月３１日 （金） まで

●申込み・問合先　健康長寿課健康づくり班

　　　　　　　　　（保健福祉センターどんぐり）　�３５５-０７０３

内　　　容日にち

ラフターヨガ

～笑いのエクササイズとヨガの呼吸法～
６月１７日（月）第１回

精神科医の講話

～あなたと周りのメンタルヘルスを考えよう～
８月２６日（月）第２回

話しを聞くコツについて　～その１～１０月２１日（月）第３回

話しを聞くコツについて　～その２～１２月９日（月）第４回

心と体のセルフメンテナンス２月１７日（月）第５回
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　松島町では、病気などで日常生

活に不安がある方を対象に、家庭

用緊急通報機器の貸し出しを行っ

ています。

　利用者が非常ボタンを押すと

24時間体制の受信センターに通

報され、救援要請など必要な対応

が速やかに行われます。

利用者募集

ひとりぐらし老人等
緊急通報システム

●問合先

　健康長寿課高齢者支援班

　（保健福祉センターどんぐり）

　�３５５-０６６６

 概 ね 65 歳以上の一人暮
おおむ

らし、または高齢世帯

の方

対　象

無料利用料

※センサー設置のため、簡単な工

事があります
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　商工業者で事業資金を必要として融資を受けようとする中小企業者に対して、町があっせんを行い金融の円滑と

経営の合理化を図る目的で設けた制度です。

●申込期間　平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日　　●申込先　利府松島商工会松島事務所

中小企業振興資金・小企業小口資金制度のご案内

保証人・担保貸付利率貸付期間貸付限度額資金の使途融資の種類

原則として法人代表者以外の連帯保証人は不要。

※経営者の健康上の理由等で連帯保証人が必要

となる場合がありますが、その場合の連帯保証

人は、塩釜市、多賀城市、宮城郡および黒川郡

の区域内に２年以上居住している方です。

年利

２． ２０％

７年以内

１０年以内

１， ０００万円

以内

運転資金

設備資金

中小企業

振興資金

保証人・担保不要
年利

２． ２０％
５年以内

３００万円

以内

運転資金

設備資金

小企業

小口資金

●融資対象者　　※業種によって対象とならないものがありますのでご注意ください　

１．松島町に事業所または店舗ならびに住所を有し、現に事業を営んでいるもの

　　（法人のときは、松島町に事業所または店舗を有し、現に事業を営んでいるもの）

２．前年度までの町税を完納し、かつ債務の全部を弁済できると認められるもの

３．事業内容が堅実で社会的に信用があるものと認められるもの

４．保証協会で代位弁済を受けていないもの

５．金融機関の取引停止を受けていないもの　　　

●問合先　（株） 七十七銀行松島支店　  � 354-2171

　　　　　石巻商工信用組合松島支店   � 354-3426　　利府松島商工会松島事務所　�３５４-３４２２
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　町では、勤労者の社会的、経済的地位の向上を図るた

め、有利な条件で安心して融資を受けることができるよ

うに制度を設けています。

町内で働く勤労者の皆さまへ

●問合先　東北労働金庫塩釜支店　�３６４-３１１５

勤労者生活安定資金融 資 の 名 称

町内に勤務または、住所がある勤労者

の方
融 資 の 対 象

本人と家族の婚姻、出産、療養、学費、

耐久消費財、その他生活安定資金と認

められるもの

融 資 内 容

１５０万円以内融 資 限 度 額

年利　２.５０％利 率

５年以内の分割払い期 間

・日本労働者信用基金協会の保証

（別途保証料　年０.７％～１.２％）

・宮城県労働者福祉基金協会から保証

料が補給される場合があります

保 証 人

借入申込書・所得証明書・健康保険

証・住民票（謄本）・印鑑証明書（本

人）・その他、東北労働金庫が必要と

する書類

必 要 書 類

松島町シルバー人材センターだより
� ���������

� ���������
　松島町シルバー人材センターは、昨年４月に公益

社団法人として体質改善を図り、法令遵守のもと、

より一層の適正就業に励み、町当局並びに関係各機

関のご援助とご指導、地域企業及び町民の皆さまか

らのご支援を頂き、おかげさまで、大過なく１年目

の事業を実施することができました。

　公益社団法人松島町シルバー人材センターでは

常時会員を募集しています。下記の５つの条件を

全て満たしている方ならばどなたでも入会できま

す。シルバー人材センターに入会して、これまでに

培った知識と知恵、技術と技能を松島町のために活

かしながら、仲間とともに健康維持に励んでみませ

んか。

①松島町内に居住している方

②６０歳以上で健康で働く意欲がある方

③入会説明を受け、センターの趣旨に賛同し理事会

の承認を受けた方

④家族が就業を承諾している方

⑤年会費５， ０００円（シルバー保険料２，５００円を含む）

を納入する方

公益社団法人
松島町シルバー人材センター
〒９８１‐０２１５
松島町高城字浜１番地の３
�３５３‐４５０５　FAX ３５３‐４５０６
E-mail :matsushima@sjc.ne.jp
URL:http://www.sjc.ne.jp/matsushima/
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－過去に受けた講座は修了しているのに－

・事例１　過去の資格講座の契約についてすでに支払いを終了しているにもかかわらず、勤務中の

不意を付いて電話があり、「まだ完全に終わっていない」などと言って、終了するためには新し

い教材を買わなければいけないと、新たな契約をさせられてしまった。

・事例２　資格を取得できていなかったが、支払いが終わっているのに、登録名簿から名前を削除

する費用がかかると言って何年分もの請求をされた。

Point

△仕事中の電話に「はいはい」「結構です」などと答えていたら、業者に都合よく解釈されて契約

させられることがあります。口頭でも契約は成立します。

△資格を取得していない人に対し再勧誘をしたり、登録が継続中などと削除費用を請求されたりし

ます。

△過去の契約について支払いが終了している場合は、資格を取得した、しないにかかわらず契約は

終了していることで対応しましょう

消費生活相談

　●相談日時　毎週火曜日・木曜日　9：00 ～ 16：30

　　　　　　　（第一火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます）

　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　�３５４-５７０８

＜資格商法二次被害＞消費生活コーナー

　東日本大震災で被災し、通行止めになっていました

町道松島パノラマ線の復旧工事が完了し、4月 24 日

（水）に開通しました。

　通行止め期間中は大変ご不便をお掛けしました。

町道 松島パノラマ線が開通しました

▲震災直後のパノラマ線
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　行政相談委員として�田敏幸さんが行政相談委員

に委嘱されました。

　行政相談委員は、行政の仕事について、困ってい

ること、要望することなどの相談を受けることが主

な役目です。相談は無料で秘密を守りますので、お

気軽にご相談ください。

●定例相談日　毎月第一火曜日 9:00 ～ 15:00

●場所　勤労青少年ホーム

行政相談委員に�田敏幸さん

行政相談委員の�田敏幸さん

松島町高城字城内二３５

� 354-2463

▲復旧後のパノラマ線

●問合先　建設課建設班　� 354-5709

�
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研修会「エンディングノート

の書き方」

自衛官募集

ヨーガ教室愛好会会員募集

（女性限定）

松島剣道スポーツ少年団団員募集

フラ体験レッスンのお知らせ

　ハワイのフラを体験してみません

か。ぜひ、フラの楽しさを感じてく

ださい。

●日時　５月７日、２１日（火）

　　　　１７：００～１８：３０

●場所　松島海岸　垣の内集会所

●参加費　無料

●申込み・問合先　手代木

　�０８０‐５５５０‐０２２５

　礼儀作法を通じて心身ともに鍛錬

できる剣道で汗を流してみませんか。

●対象　園児から一般男女

●日時・場所

　火・木曜日　18:30 ～

　第五小学校体育館

　土曜日　18:00 ～

　第一小学校体育館

●会費　2,000 円／月

●問合先

　赤間　� 090-8618-8642

　最後のセレモニーを自分の希望通

りにとり行ってもらうために、残さ

れた家族が困らないように、いざと

いう時に備えてあなたのメッセージ

を、残しておきませんか。

　参加者の方にはエンディングノート

を、お一人さま1冊プレゼントします。

●日時　５月２３日 （木）14:00 から

●場所　（公社）塩釜法人会　２階

　　　　（塩竈市旭町 17-23）

●参会費　3００円

● 問合先　（公社）塩釜法人会

　　　　　�３６５-８８５９

技術海上幹部・技術航空幹部

●資格　大卒３８歳未満の者　　　

●受付期間　５月１７日（金）まで

　　　　　　（締切日必着）

●試験期日　７月１日 （月）

●合格発表　８月１６日 （金）

●入（校）隊　平成２５年１０月

技術海曹

●資格　２０歳以上の者で国家免許

資格取得者等　　

●受付期間　５月１７日 （金） まで

（締切日必着）

●試験期日　６月２８日 （金）

●合格発表　８月１６日 （金）

●入（校）隊　平成２５年９月下旬

●問合先　自衛隊宮城地方協力本部

石巻地域事務所

　�・FAX　０２２５-８３-６７８９

●日時　毎週水曜日（月 4回）　

　　　　１３：００～１５：００

●場所　勤労青少年ホーム　集会室

●会費　３， ０００円／月

（ほかに維持費1,000円  年 2回程度）

●指導者　佐藤　美和子　先生

●申込み・問合先　

　世話役　千葉　　�３５４-２７１８

　　　　　鈴木　　�３５３-２６０４

松島病院「糖尿病教室」

　糖尿病になると、腎不全・視力低

下・脳卒中や心筋梗塞になりやすく

なります。

　糖尿病教室に参加して、合併症の

予防に努め、進行をおさえましょう。

●日時　

　毎週木曜日　１４：００～１５：００

●場所　松島病院　１階　会議室

●問合先　松島病院　�３５４-５８１１

●日時　

　６月５日 （水）　９：００～１６：３０

●場所　塩釜商工会議所

●受付期間

　５月１６日（木）～５月２９日（水）

●定員　

　５０人（定員になり次第締め切り）

●申込場所　

　塩釜地区管内の各消防署

●テキスト代　２， ２００円

　（申込時にお支払いください）

●問合先　塩釜地区防災安全協会

　�３６１-１６１９　

　または塩釜地区管内の各消防署

憲法週間無料法律相談

　平成２５年度の憲法週間の行事と

して、仙台の裁判所・法務局・検察

庁・弁護士会では無料法律相談を開

催します。予約は不要ですので、ぜ

ひご参加ください。

●日時　

　５月１５日 （水）　10:00 ～ 16:00

　（12:00 ～ 13:00 は除く）

●場所　仙台市戦災復興記念館

　（仙台市青葉区大町２－１２－１）

●担当　弁護士　法務局職員

●問合先　仙台家庭裁判所事務局

　　　　　�２２２-４１６５

　　　　　（内線４６１２・４６１３）

危険物取扱者試験準備講習会
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ランド康健
マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
５月７日（火）、２０日（月）

　母子健康手帳の交付　受付９：３０～１１：００

※上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。

　�３５５－０７０３

マタニティ歯科検診
５月３１日（金）　受付１３：００～１３：１５

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
５月７日（火） ２歳６カ月児歯科健診　　

 対象：H22 年 11 月～ H22 年 12 月生

 受付　１２：３０～１２：４５

５月８日（水） ３～４カ月児健診　　

 対象：H24年 12月 9日～H25年 2月 8日生

 受付　１２：３０～１２：４５

５月１５日（水） 親子よちよちセミナー（１歳児子育て教室）

 対象：H24 年 3月～ H24 年 5月生

 受付　９：３０～９：４５

５月１７日（金） 親子歯っぴー健診（２歳児歯科健診）

 対象：H23 年 4月～ H23 年 5月生

 受付　１２：３０～１２：４５

シルバー昼食会
５月   ７日（火）、２１日（火）　 あったか～い（どんぐり１班）

５月   ９日（木）、２３日（木）　あったか～い（どんぐり２班・３班）

５月１５日（水）、２９日（水） 　 あったか～い（どんぐり４班）

５月１０日（金）、２４日（金）　 あったか～い（品井沼）

５月３１日（金）　　　　　 　あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業
５月１３日（月）　　 動  楽 ウォーキング教室

どう らく

５月１７日（金）　　 減る脂 クラブ　　　　　　
ヘ ル シ ー

５月２０日（月）　　ノルディックウォーキング教室

精神保健事業
５月２２日（水）　かもめの会

●問合先　健康長寿課健康づくり班

　　　　　�３５５－０７０３

　だんだんと気温も温かくなり体を動かすにはちょうど

よい季節になってきました。今までは寒くて家の中にい

る時間が長かった方も、少しずつ外に出てみてはいかが

でしょうか。

　今回のアンチエイジングのテーマは“運動”です。運動

には有酸素運動と無酸素運動があります。アンチエイジ

ングでは、有酸素運動といわれる、酸素をたくさん取り入

れながら行う運動（水泳、ウォーキング、ヨガなど）が良

いと言われています。 人によっては、運動を毎日行って

いる方、もしくは、したいと思っていてもなかなか実行で

きずにいる方もいるのではないでしょうか。時間やお金

もかかってくることを考えると、難しくなってきてしま

うかもしれません。

　そこで、ご紹介したいのが、“ながら運動”です。日常

生活の中で行っている、例えば「家事をしながら…足踏み

をする」、「部屋を歩きながら…膝を高くしてみる」といっ

たことを意識して行ってみてはいかがでしょうか。人が

消費するエネルギーの３割は身体活動（運動によるものと

家事などの日常生活活動によるもの）で消費するといわれ

ています。きつい運動をしなくても、普段行っているこ

とを意識して行うだけでも違います。

　できることから始めてみませんか？

【問合先】　　　　　　

健康長寿課健康づくり班

（保健福祉センターどんぐり）

�３５５－０７０３

アンチエイジング　～いきいき生活術～　②

今月のピカピカ賞

 齋  藤 　　 駿 くん（高城）  菅  原 　 環  樹 くん（高城）
さい とう しゅん すが わら たま き

 相  澤 　 暖  空 ちゃん（松島）  菅  原 　 史  樹 くん（高城）
あい ざわ の のあ すが わら ふみ き

 立  花 　 青  空 ちゃん（高城）  石  川  琉  來  斗 くん（幡谷）
たち ばな そ ら いし かわ り く と

 相  澤 
あい ざわ

　 未  来 ちゃん（本郷）  本  間 　 源  信 くん（手樽）
み く ほん ま げん しん

 跡  部 　 永  人 くん（幡谷）  黒  部 　　 笙 ちゃん（手樽）
あと べ つね ひと くろ べ しょう

 安  部 　 哲  平 くん（本郷） 
あ べ てっ ぺい

 大  内 　ひなちゃん（幡谷）
おお うち

 遠  藤 　 勇  貴 くん（本郷） 
えん どう ゆう き

 : 
たか

 橋 　 脩  人 くん（磯崎）
はし なお と

★宮城県の3歳児むし歯本数は全国都道府県の下から3番目で、

松島町は県内 17番目です。お口の輝いている子どもたちの

笑顔は、何にも勝る宝物です。これからも良い食習慣と歯み

がきを続けて、きれいな歯を守りましょう！
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　町内に在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。

お申し込みお待ちしています！

●問合先　企画調整課　�３５４－ 5702

平成２４年 5月生まれ

男 7,325 人（-10）　   人口 15,141 人（-30）
女 7,816 人（-20）　   　  5,515 世帯（+6）

（Ｈ ２5年 4月 1 日現在：住民基本台帳）

日日日日日日日日日日日日 時時時時時時時時時時時時：：：：：：：：：：：：５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月 444444444444 日日日日日日日日日日日日・・・・・・・・・・・・111111111111111111111111 日日日日日日日日日日日日・・・・・・・・・・・・111111111111888888888888 日日日日日日日日日日日日・・・・・・・・・・・・222222222222555555555555 日日日日日日日日日日日日日　時：５月 4日・11 日・18 日・25 日　

すすすすすすすすすすすすべべべべべべべべべべべべてててててててててててて土土土土土土土土土土土土曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日日日　　　すべて土曜日

場場場場場場場場場場場場 所所所所所所所所所所所所：：：：：：：：：：：：松松松松松松松松松松松松島島島島島島島島島島島島海海海海海海海海海海海海岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸・・・・・・・・・・・・磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎海海海海海海海海海海海海域域域域域域域域域域域域場　所：松島海岸・磯崎海域

時時時時時時時時時時時時 間間間間間間間間間間間間：：：：：：：：：：：：松松松松松松松松松松松松島島島島島島島島島島島島海海海海海海海海海海海海岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸 111111111111999999999999::::::::::::333333333333000000000000 ～～～～～～～～～～～～ 111111111111999999999999::::::::::::444444444444555555555555時　間：松島海岸 19:30 ～ 19:45

磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎海海海海海海海海海海海海域域域域域域域域域域域域 222222222222000000000000::::::::::::111111111111000000000000 ～～～～～～～～～～～～ 222222222222000000000000::::::::::::222222222222000000000000　　　　磯崎海域 20:10 ～ 20:20

料料料料料料料料料料料料 金金金金金金金金金金金金：：：：：：：：：：：：無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料　金：無料

問問問問問問問問問問問問合合合合合合合合合合合合先先先先先先先先先先先先：：：：：：：：：：：：（（（（（（（（（（（（一一一一一一一一一一一一社社社社社社社社社社社社））））））））））））松松松松松松松松松松松松島島島島島島島島島島島島観観観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光光光協協協協協協協協協協協協会会会会会会会会会会会会問合先：（一社）松島観光協会  ������������� 333333333333555555555555444444444444------------222222222222666666666666111111111111888888888888354-2618

松島から全国、世界各国の皆さまへ松島から全国、世界各国の皆さまへ 

感謝の気持ちを込めて感謝の気持ちを込めて

松島「復興ありがとう」水中花火を打ち上げます松島「復興ありがとう」水中花火を打ち上げます

 阿  部 　ななみちゃん
あ べ

平成 24年 5月 1日生まれ

（磯崎）

さんぽとお風呂が大好きです♪

 相  澤 
あい ざわ

　 芽  衣 ちゃん
め い

平成 24年 5月 24日生まれ

（高城）

よく笑います。瑚太朗との追いかけっこが大好きです

 相  澤 　
あい ざわ

 瑚  太  朗 くん
こ た ろう

平成 24年 5月 24日生まれ

（高城）

よく食べます。芽衣との追いかけっこが大好きです

 木  ノ  瀬 　 太  慈  郎 くん
き の せ たい じ ろう

平成 24年 5月 10日生まれ

（松島）

毎日が冒険！元気いっぱい過ごしています

 石  川 　 水  稀 ちゃん
いし かわ みず き

平成 24年 5月 21日生まれ

（磯崎）

お目々クルクル　髪の毛クルクル　かわいいでしょ？

双子ちゃんです


